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中長期研究インターンシップという挑戦
未来を創る種づくり

　中長期研究インターンシップは、学生、企業にとって有益であるといわれて
いましたが、これを普及・定着化させるのはたいへん困難なことでした。私た
ちは今回、複数の大学と複数の企業とがコンソーシアムを形成し、これまでに
ない新たなインターンシップのかたちを構築、普及、推進することで、この課
題に取り組んでいます。
　インターンシップ・テーマの一元管理をおこなうこと、さらには大学コーディ
ネーターが学生と大学教員、企業との間にはいり、それぞれのケースに応じて
個別に調整をはかることで、中長期研究インターンシップの質が向上するとと
もに、量もまた拡大しています。また、この間に、インターンシップ実施に関
するノウハウも蓄積し、すでにいくつかのグッドプラクティスが生まれつつあ
ります。こうした事例を積み上げ、「人」と「知」の交流を続けることがイノベー
ションの創出につながると、私たちは確信しています。

一般社団法人産学協働イノベーション人材育成協議会
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平成28年度は71件のインターンシップが成⽴いたしました。 
本冊⼦では、このうち20事例を紹介いたします。 

※具体的なインターンシップテーマや研究内容など、秘事項は⼀部割愛しております。 
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■参加動機と事前準備 

 企業の研究所における研究の進め方等、大学での研

究の進め方との違いを学ぶことと、医用画像診断装置

のソフトウェア開発においてプログラミング手法を習

得することを目的に参加した。事前に知的財産権、ビ

ジネスマナー、企業研究について学習した。 

 

■実施後の自己評価・気づき 
 社会人として働くことの難しさ、楽しさ、やりがい、

大変さがわかった。責任をもって仕事をするというこ

とは成果が求められるということであり、期日に間に

合わせなければいけないという大きなプレッシャーの

なか、多くのアドバイスをくれ、サポートをしてくれ

る人がいるありがたみがわかった。研究は一人で進め

ているわけではなく複数人で進められている。適切な

計画の立て方、研究手法、広い視野をもって研究に取

り組むことの重要性がわかった。また、自分が�年後、

1�年後どのような人間になりたいか、どのような仕事

をしたいのかを、実際に働いている人の話を聞くこと

により明確になった。約2か月間参加することにより

会社での研究の流れを知ることができた。 

 

■事前目標の達成度 
 
 

■後輩へのメッセージ 
 今まで住んだことのない地域でのインターンシップは

たいへんであったが、それ以上に充実した生活を送るこ

とができた。インターン先の方も熱心に指導してくださ

り、技術的にも精神的にも学ぶことが多く、自分自身の

考えをより深めるとてもよい機会になると思う。 

 
■受け入れ企業担当者から 
 これまで未着手の課題に取り組むことができ、新た

な知見を得られた。授業のある修士学生は夏休み期間

が受入期間となるが、基礎的スキルの指導に少し時間

がかかり、テーマを掘り下げるには時間が不足した。

とはいえ、当社の標準的なインターンシップに比べ長

期間であったため、基礎からじっくりと課題に取り組

むことができた。また異なる研究分野から来た学生の

指導を通して、指導者である社員が課題を客観的に見

直す機会となった。学生本人も、課題に対して熱心に

取り組み、指導者以外の社員とも積極的にコミュニケー

ションをとっていた。マネジメント能力やリーダーシッ

プの体得という点においては、集合研修的プログラム

のほうが良いと感じた。大学側のコーディネーターの

おかげで、専攻科や指導教官の理解を得た上で安心し

て受け入れられた。テーマについては指導教官と事前

調整をしてもよかったかもしれない。 

インターン実習生……お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科 

          生活工学共同専攻（女性） 

実施テーマ……………医用画像診断装置に用いる新しい画像処理手法の開発 

受入企業………………株式会社島津製作所 基盤研究所 放射線デバイスユニット 

実施期間………………2016年8月8日〜9月23日（1.5か月） 
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限られた期間とはいえ、企業がそれまで未着手であった課題に取り組み、新たな知見を提供した。 

学生自身も、インターンシップ参加を通して企業理解を深め、自身のキャリアについて考える良い機会と

なった。 
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■参加動機と事前準備 

 企業での研究開発が、なにを意識してなされている

のか、実際に開発がおこなわれている現場に飛び込む

ことにより理解したかった。また、実際に物質にふれ、

どのように製品が開発されているのかを知り、視野を

拡げることで自己の研究の方針や将来性について深く

考えたいと思い、インターンシップの参加を希望した。 

 

■実施後の自己評価・気づき 
 開発をとおして物性を考えることの面白さを再確認

し、ふだんの研究に対するモチベーションが上がった。

また、「ニーズをつかみ、いい製品を作っていくため

にいろいろな情報を取り入れるためアンテナを広げて

おくこと」や、「情報を分かりやすく正確に伝える力」

が大切だということを知ることができた。チームで働

くためのコミュニケーション能力の重要性にあらため

て気づかされ、実験結果の報告では、物理学のさらな

る理解と、わかりやすく説明する力が必要だと気づい

た。たくさんの尊敬すべき方々との出会いにより、自

分のめざす人物像が掴めてきた。 

 

■事前目標の達成度 
 
 

■後輩へのメッセージ 
 経験したことのないものについて考えるのには限度

があると思う。期間はどうであれ、研究インターンシッ

プへの参加は、自分の将来を考える上でもよいことだ

と思う。興味がある企業があるならば、飛び込んでみ

てもよいのではないでしょうか。 

 
■受け入れ企業担当者から 
 どうしても進めておきたかったが未着手であった案

件を担当していただいた。限られた期間の中で一定の

結論、成果を得ることができ、開発を一歩前進させる

ことができた。物理、数学の基礎力もあり、意識が高

く、前向きで、積極的に周囲とコミュニケーションを

とり、物怖じせず質問し、資料を読み込み、短期間で

戦力になっていただけたことは、社員にとっても大変

刺激をいただいた。ご本人にとっては、開発を進める

には本職の物理、数学以外に、化学の知識、業界情報

や、実験・評価の実務上の技術等が幅広く必要な点を

理解いただけたものと思う。以上の観点から、本プロ

グラムは研修生にとっては学業の途中でこれから就く

であろう実務に必要な経験ができ、企業にとっては、

これまであまりなじみの無かった専門分野を学んでい

る学生の知識や気づきにふれることができ、大変有意

義であった。 

インターン実習生……奈良女子大学大学院人間文化研究科 物理科学専攻（女性） 

実施テーマ……………導電性接着シートの開発 

受入企業………………株式会社巴川製紙所 事業開発本部 技術研究所 

実施期間………………2016年9月29日〜11月25日（2か月） 
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モチベーションの高い学生の受け入れが、社員に大きな刺激を与えただけでなく、 

未着手であったがどうしても進めておきたかった案件において大きな成果を出せた好事例。 
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■参加動機と事前準備 

 宇宙関連の研究だけでなく、新しく建築学について

も積極的に学び、自分の視野を広げながら活発に議論

することをとおして、これからどのように進むべきか、

今後の道を照らすものとしたいと考えた。また、研究

者の日常を見て、学生との違いを知りたいと考えた。

 

■実施後の自己評価・気づき 
 実験やディスカッションに参加するだけでなく、レ

ビューや建築現場まで見学させていただいた。活発な

議論の様子を見て、自らも発言して凝り固まった考え

を解きほぐすことができた。企業の研究者が、いかに

目標を達成するかを追求しながらも、自分の個性を出

して楽しむことも考えて仕事に取り組んでいる様子を

目の当たりにした。自分の研究に対しても真剣に議論

しあい、別の視点から考えることができる可能性を示

してくださり、今までよりももっと研究を進めていき

たいという意欲が強くなった。今後の進路に向けてよ

い刺激が得られた。 

 

■事前目標の達成度 
 
 

■後輩へのメッセージ 
 企業の研究者の魅力を知り、もういちど進路につい

て考え直そうと思いました。就職か進学か悩んでいる

人はインターンシップに行ってみてはいかがでしょう

か。ただし、「就職のためにインターンシップに行か

なければならない」という考えで研究インターンシッ

プに参加するのはおすすめしません。自分の興味のあ

るテーマであること、今後の自分にプラスになること

を踏まえ、しっかり吟味しましょう。 

 
■受け入れ企業担当者から 
 宇宙物理学という普段は触れることの少ない分野の

研究者との意見交換を通じ、従来の研究の範囲をもっ

と広げることへの可能性を大いに感じた。若い人の柔

軟な発想も大いに刺激となった。インターン生も、異

分野の研究活動にも興味を持って積極的に取り組まれ、

またできるだけたくさん吸収しようとする姿勢がよかっ

た。ものおじすることなく自分の意見をしっかりと発

言でき、さらには自分の考えを論理的にまとめ、他者

へわかりやすく上手に伝えることができていた。 

インターン実習生……奈良女子大学大学院人間文化研究科 物理科学専攻（女性） 

実施テーマ……………宇宙空間での活動に関わる課題抽出、 

受入企業………………株式会社竹中工務店 技術研究所 新生産システム部 

実施期間………………2016年11月7日〜11月18日（2週間） 
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2週間という短期間のインターンシップであったが、参加した学生は、研究に対するモチベーションを高

め、自身のキャリアについて考えるよい機会となった。 

企業側からも、ふだんふれることのない学問分野との接触が、研究の幅を拡げる可能性が指摘された。 
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■参加動機と事前準備 

 主に以下の二点を知ることを目標とした。 

①大学と企業での研究の違い 

②理論的研究と実験的研究の違い 

 事前準備としては、以下の三つをおこなった 

①実習先の指導担当の方の学術論文を読んだ 

②実習テーマに関する総説論文を読んだ 

③実習で使用する装置の理論を予習した 

 

■実施後の自己評価・気づき 
 大学での研究とくらべたときの、企業のよい点とた

いへんな点を知ることができた。実際に実験をおこな

うことで、今後の理論研究の幅が拡がった。 

 実習テーマ以外にも、他グループの研究を見ること

ができ、最新の知見を得ることができた。 

 実習以外での負担（事前研修や各種書類提出等）が

あり、また計画を充分に立てていなかったので、最後

の段階であわて、2か月の結果を充分に整理できなかっ

たという反省もあるが、楽しく実習をおこなえた。 

 

■事前目標の達成度 
 
 

■後輩へのメッセージ 
 インターンシップを支援する制度は探せばたくさん

あります。それらをうまくつかって自分のために役立

ててください。 

 
■受け入れ企業担当者から 
 課題に対して積極的かつ主体的に取り組んでもらえ

たおかげで、研究の進捗が大きく加速した。実習報告

のプレゼンテーションもしっかりと準備し、内容を論

理的に説明できていた。 

 また、研修生をはじめ、九州大学の研修生の指導教員

の先生や大学コーディネーター先生にも、177物性研の

研究活動に興味・関心をもってもらうことができた。 

 期間がもう少し長いと、インターンシップで習得し

た技術や知識をより実践的に使用できる機会が増えた

と思います。 

インターン実習生……九州大学大学院工学府 航空宇宙工学専攻（男性） 

実施テーマ……………立方晶窒化ホウ素（c-BN）薄膜の物性評価 

受入企業………………日本電信電話株式会社 NTT物性科学基礎研究所  

          機能物質科学研究部 

実施期間………………2016年10月24日〜12月22日（2か月） 
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企業の現場での経験が、学生の今後の研究の拡がりにつながる可能性を示した事例。 

企業側も、学生の受け入れを通じて、研究室との交流の機会をもつことができた。 
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■参加動機と事前準備 

 製⸆業界で研究者としての業務を経験し、心ᵓえや

㞺囲気を体感すること、計⟬科学や実験がどのように

⸆に活用されるか、また異なる研究分野でどのよう

に連ᦠしているかを知ることを目的に参加した。研究

業務の᥎進に少しでも㈉⊩したいと思った。事前には

実習で使用する計⟬ソフトの基本的な使用方法の

習をおこなった。 

 

■実施後の自己評価・気づき 
 計⟬科学を活用して医⸆品ೃ⿵化合物の探⣴をお

こない、計⟬科学と実験による研究の༠力体制や⸆

への活用方法について知ることができた。大学での研

究とくらべ、異なる専門分野や社外をྵむ研究者との

連ᦠが重要であること、ᗣ面から情報ࢭキュリティ

まで、安⟶理がᚭᗏしていること、職場の㞺囲気が

よいこと、企業でも大学㝔でもඹ通して重要な点（研

究結果の的確な報告、期限の意識、トラࣈル時の対ᛂ

力など）に気づいた。情報ฎ理関連の基礎的な用ㄒを

事前に確認しておけるとよかった。 

 

■事前目標の達成度 
 

■後輩へのメッセージ 
 実際の業務を体験し、複数の社員の方に会えるイン

ターンシップは、企業の㞺囲気を知るのにいちばんよ

い機会だと思います。 

 
■受け入れ企業担当者から 
 研修中に取り組んでいただいた計⟬・解ᯒ結果ཬび

実験結果で、研究に直᥋㈉⊩してもらえたのはもちろ

ん、ディスカッション等を通じて、新㩭なアイディア

を出していただいた。研修生の専門性に㏆いちょうど

よい研究テーマがあった上、ඃ⚽な方だったので、バッ

グラウンドの理解や基本的な技術習得に手間を取らࢡ

れることなく、༶戦力として社内の実際の研究テーマ

に㈉⊩していただけた。⚾たちもたいへんຓかったと

ともに、研修生にとってもよい体験になったのではな

いかと思う。大学では実験をメインに研究をされてい

る方なので、計⟬関連の研究に関する研修を通じて、

今まで知らなかった技術分野やこれから自身の研究に

役立ちそうな手法等に気づいていただけたのではない

かと思う。 

インターン実習生……お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科 

       理学専攻（女性） 

実施テーマ……………ィ⟬科学ཬࡧᵓ㐀生物を活用した医⸆分子タィ 

受入企業………………ᮾࣞ株式会社 基礎研究ࢭンター 医⸆研究所 

実施期間………………2016年11月1日〜2017年1月31日（3か月間） 
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学生の専㛛分野と、研究インターンシップでのテーマがうまくマッチし、企業の現場で༶ᡓຊとなった。 

学生は、今後の大学での研究で活かせる新たな技術ࡸ手法を、企業は学生からの新㩭なアイデアをそれ

 。れᚓることができたࡒ
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■参加動機と事前準備 

 これまで大学のㅮ義や研究をとおして基礎研究の㡿

域については広範な範囲を学んできたとはいえ、新⸆

開発に興味があるにもかかわらず、新⸆の発見に重要

な探⣴研究・開発㡿域については学ぶ機会がなかった。

そこで実際に新⸆を開発する研究所にて、新⸆開発研

究の一➃に参加し、この㡿域について学ぶことを目的

とした。また、自らがおこなう基礎研究の立ち置や

成果の意味を違う観点から見直し、ᨵၿにつなげたい

と考えた。 

 

■実施後の自己評価・気づき 
 前提が異なるがᨾの発想の違いがዴ実に感じられ、

企業とアカデミアの違いを体感できた。新たな分野の

研究にふれ、自身の分野が他分野からどのように見ら

れているかも学べた。技術面でも、今後の研究で役に

立つ手技を学ばせてもらった。1か月と比㍑的短い期

間であったため、実験等を教わる段階で大㒊分の時間

を㈝やし、自主的に計画・実験をおこなえる時間をタ

けることができなかった点はṧᛕであった。 

 

■事前目標の達成度 
 

■後輩へのメッセージ 
 中長期インターンシップはまさに企業の現場参加そ

のものと言える㈗重な体験なので、最ప限の期間より

もできる限り長めの期間をとって参加することをお⸀

めする。 

 
■受け入れ企業担当者から 
 研究テーマに集中して取り組む姿勢、技術を習得し

ようとする姿勢は、職場のメンバーへのよい刺激となっ

た。期間が短く、研究㐙行にはやや不充分であったが、

確実に技術を習得していただくことができ、学生さん

の研究活動の拡がりには役立ったと思われる。また実

習先のメンバーだけでなく、広く研究所メンバーと交

流し、ディスカッションをするなど、コミュニケーショ

ンを積極的にはかっておられた点も༳㇟にṧりました。 

 

インターン実習生……ி㒔大学大学院工学研究科 分子工学専攻（男性） 

実施テーマ……………新⸆ᶆⓗ分子の᥈⣴ 

受入企業………………ᮾࣞ株式会社 基礎研究ࢭンター 医⸆研究所 

実施期間………………2016年7月4日〜7月29日（1か月間） 
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学生のキャリアプࣛンにおいて、ᚲせではあるが㊊していた部分を、研究インターンシップで⿵おうと

した事例。 

1か月とẚ㍑ⓗ短期間ではあるが、企業現場によい刺激をもたらし、学生の技術㠃のྥୖも見られた。 
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■参加動機と事前準備 

 社会人が日中どのように㐣ごしているのか、仕事を

するとはどのようなことかを直᥋経験することをࡦと

つの目的とした。「大学と企業は違う」というが、ど

のあたりに違いがあるのか、企業的な目⥺がどこにあ

るのかを知りたいと考えた。また普段の研究テーマ以

外の技術、知識にふれることで見聞を深め、自分の強

みがなにかを探ることを目標とした。 

 

■実施後の自己評価・気づき 
 テーマを進める方針について社員と┦ㄯするなか

で、インターンの期間と用できる計⟬資※、人員か

ら実現可能な目標をタ定することが重要だというຓ言

をいただいた。実習では社員としての仕事について

じっくり知ることができた。会社内で業務をᅇすため

のさまざまな仕事のᏑᅾについて認識を新たにした。

⥾め切りや作業時間、ປ力を明確に意識しており、ま

た実行可能かどうか、目標を実現するためのປ力がど

れほど必要かという考え方は企業的だと感じた。成果

発⾲のプレゼンでは、大学㝔で☻いた論理的思考に自

ಙをつけることができた。 

 

■事前目標の達成度 

■後輩へのメッセージ 
「インターンシップを楽しんでࡡ」という言ⴥを企業

側、大学側からもらった。その言ⴥを不思議に思って

いたけれども、⤊わってみれば楽しく㐣ごせる時間だっ

た。ふだんどおりの仕事をしている会社の中でᗙって

いて得られる情報は、思ったよりも大きなものだった。

企業㢼ᅵや社内の㞺囲気を直᥋知るいい機会だ。 

 インターンに行ってもなにもできそうにないとᑼ込

みせずに積極的に参加していいのではないかと思う。 

 
■受け入れ企業担当者から 
 本人の機Ე学習に関する知識・技術をフル活用いた

だき、短期間で今後の方向性を見いだせた。これを機

に本新事業㡿域が大きく広がることが期ᚅされる。大

学に対しても情報⣔技術のニーズについて知っていた

だくよい機会となった。また、おなじ㒊⨫内の他の情

報⣔グループと研修生の情報⣔知識のඹ有もでき、思

わࡠ産物となった。ただ、他グループのアドバイス

以外にも、自分の専門㡿域から発想したアイディアを

┒り込めればもっとよかった。今ᅇは大きな成果が出

たが、༢発で⤊わるのではなく、大学・企業間で⥅⥆

的な取り組みをおこない、さらにはこれをきっかけに

ඹྠ研究につなげていけるとより有意義となると思わ

れる。もう少し長期で実できればさらによい結果が

出せ、学生にとってもよい経験となったと思われる。 

インターン実習生……大㜰大学大学院ሗ科学研究科 ሗᩘ理学専攻（男性） 

実施テーマ……………'HHS /HDUQLQJによる ᐃ間短⦰の可能性 

受入企業………………ࢲイキン工業株式会社 テࢪࣟࣀࢡー࣭イࣀベーションࢭンター 

実施期間………………2017年2月13日〜2017年3月31日（1.5か月間） 
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新事業㡿ᇦに学生を受け入れ、大きな成果を出した。 

研究インターンシップの参加をとおして学生の自信につながったが、今ᅇの成果をより᭷ព⩏にするた

めには、大学࣭企業間の⥅⥆ⓗな㐃ᦠ࣭取り組みが㔜せであることが指摘された。 
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■参加動機と事前準備 
 研究だけでなく開発に㏆いところにもふれて視野を

広げたい、また、企業における研究と大学における研

究の違いを学びたいと思い、参加した。参加前には目

のᵓ㐀について生理学の授業で習ったことを習した。 

 
■実施後の自己評価・気づき 
 インターンシップでは基礎研究を㍈に、ᛂ用研究、

さらにはその先のᕤ業化᳨ウ、生産というところまで

を体験することができた。この体験をとおして、研究

だけでなくより広い範囲仕事に対してもやりがいを感

じることができ、就職感の拡がりにつながったと思う。

また、業務のスࣆード感も感じることができ、研究に

対する取り組み方をᨵၿすることができた。企業での

研究は、ᛂ用研究や開発が中心だと思っていたが、ベー

スとなる基礎的な研究をとても大事にしており、それ

がより質の高い製品を生み出すことにつながっている

ことを知ることができた。 
 
■事前目標の達成度 
 

■後輩へのメッセージ 
 企業での研究はたいへん責任も重く、さまざまな人

の༠力で成り立っているので、一人でやっているふだ

んの研究にくらべてより正確な計画書を作成し、より

正確で再現性のあるデータを出さなければならない。

この経験は企業だけでなく、大学で研究をおこなうさ

いにも重要なことだと思うので、将来アカデミアでの

キャリアを考えている人にも㠀経験してもらいたい。 

 
■受け入れ企業担当者から 
 2か月という長期での受入であったため、テーマの立

ち上げから評価まで、仕事の一連の流れを体として

理解いただけた。また実習生の個性・能力をしっかり

ᢕᥱした上での指導ができた。⚾たちも、大学と企業

の違いや⚾たちの仕事の≉ᚩについてᨵめて理解する

よい機会となった上に、実習生との議論をとおして多

くの学びを得ることができたと感じている。 

インターン実習生……大㜰大学大学院生機能研究科 生機能専攻（男性） 

実施テーマ……………㠀බ開 

受入企業………………ࣟート製⸆株式会社 研究開発本部 

実施期間………………2016年2月18日〜4月15日（2か月間） 
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企業における研究開発の୍㐃の流れを知ることで、学生のキャリアに対する考えに拡がりが見られた。 

企業側も、学生の受け入れを通じて、あらためて企業のᙺをㄆ㆑できた。 
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■参加動機と事前準備 

 企業でどのように研究活動や製品開発がおこなわれ

ているのか、大学で学んでいる技術がどのように活用

され、実用化されているかを学ぶことを目標とした。

テーマを進めていく上では、研究の進め方や報告の仕

方などを習得することを目指した。 

 

■実施後の自己評価・気づき 
 最先➃のᮦ料をり出す研究のスࣆード感、ཝしさ

を知り、多くのことを学ぶことができた。とくに実習

のなかで、㢳客へのサンプル࣡ーࢡからᢳ出された課

題への取り組みに重きを置いていたことから、日々の

目標を明確化し、課題を解Ỵしていくことの大切さを

実感した。やるべきことが⤊わり、先㍮社員へ報告に

行くとき、ḟになにをすべきかなどをࢭットで聞きに

行くと、スムーズにḟの行動に⛣せる。実験結果の考

ᐹなど、考えていることを伝え、ディスカッションす

る機会を自分からつくることが大切だと感じた。 

 

■事前目標の達成度 
 
 

■受け入れ企業担当者から 
 企業での研究活動について、実際に⫙に感じて理解

してもらえたと思う。2か月と、業務に័れて結果を出

していくためには少し短い実習であったが、当社研究

開発課題に対して前向きに取り組み、後 1༙か月では社

員とྠ様自ᚊ的に研究を᥎進できた。学生とはいえ、

異分野を専門とする研究者としての意見交換ができ、

また指導をおこなった当社担当者にとってもいろいろ

な経験を積むことができよかった。 

 実習期間を長期で確ಖすることが難しい場合、準備

期間を1か月ほどタけてテーマのᴫ要を説明し、どう取

り組んでいくかを一⥴に考えて計画を立てた上で2か月

の実習に入るという方法も考えられるだろう。 

 

 

 
 

 

 

 

インターン実習生……九州大学大学院⥲ྜ理工学府㔞子 プࣟࢭス理工学専攻（男性） 

実施テーマ……………電ụ用ᮦᩱに関する研究 

受入企業………………ᮾࣞ株式会社 ඛ➃ᮦᩱ研究所 新ࢠࣝࢿ࢚ーᮦᩱ研究室 

実施期間………………2016年7月12日〜9月16日（2か月間） 
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研究インターンシップを通して、企業ෆで日ࠎዧ㜚しながらおこなわれている᭱ඛ➃の研究にとࡧこみ、

企業での研究開発యไについての理解が深まった。 

そのなかで学生も、自身が成㛗していく㐣⛬を実ឤ。␗分野を専㛛とする研究⪅として対➼にព見交も

おこなわれ、知の交流が᥎進された。 
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■参加動機と事前準備 

 ⇞↝技術のᨵၿにより地⌫ ᬮ化のᢚ制に㈉⊩し

たいというክから、三⳻重ᕤ業ᰴᘧ会社でのインター

ンシップを希望した。現ᅾ所ᒓする研究ᐊでᇵったࣀ

ウࣁウがどこまで通じるか体験したいと思っていた。

事前準備としては、⇞↝分野の三⳻重ᕤ技報、関連㡿

域の⇞↝学会ㄅ論文、「進化するⅆ力発㟁」および「▼

Ⅳの科学と技術」に目をとおした。 

 

■実施後の自己評価・気づき 
 自分が大学で学んだことが企業での業務に役立つ可

能性を感じることができた。企業の研究ᐊおよび現場

の㞺囲気を⫙で感じることができた。時間⟶理や、製

品の研究開発をおこなう上で発生しうる༴㝤を予知

し、安対⟇をおこなう術を学ぶことができた。また、

このインターンシップをとおして、発㟁のための実用

⇞↝ჾの最前⥺をᢲし拡げるための一ຓとなりたいと

いう気持ちがより強くなった。 

 

■事前目標の達成度 
 
 

■後輩へのメッセージ 
 これまでやってきた研究と企業での研究のマッチン

グが大変重要であると思います。もしマッチングが外

れていたら、まったくなにもできずに�か月を無㥏に

してしまったと思います。㏫に、マッチングがよけれ

ば、これまでにᇵった知識をつかって、目に見えるか

たちで社会㈉⊩ができる予感に࣡ࢡ࣡ࢡすると思いま

す。⚾は参加させていただいてたいへん楽しく㐣ごす

ことができました。 

 
■受け入れ企業担当者から 
 製品開発でもっとも重要なᄇ㟝のモデリングに関す

る各種調ᰝを実してもらい、産業界のメンバーに不

足しがちなཎ理に基づいた考ᐹを得ることができまし

た。今ᅇ実していただいた成果は、今後の研究開発

で必要とされるᄇ㟝モデル開発に有ຠなものになると

考えています。 

 今ᅇのインターンシップでは、実際に企業での研究

活動を通じて、社会に㈉⊩する႐びを感じていただけ

たと思います。 

インターン実習生……ᮾ大学大学院工学研究科 化学工学専攻（男性） 

実施テーマ……………࢞スターࣅン⇞↝ჾの⇞↝流動࣭電⇕技術に関する研究 

受入企業………………୕⳻㔜工業株式会社 ⥲ྜ研究所 ⇞↝研究部 

実施期間………………2017年1月10日〜1月31日（3週間） 
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大学での研究ෆᐜが社会にᙺ❧つことを学生が実ឤできたとともに、受入企業にとっても大きな成果となった。 
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■参加動機と事前準備 

 ;の新つ⒪⸆として化合物$の製化をおこ

なう。製化᳨ウをとおして製⸆業界の業務内容を理

解し、その経験を今後の企業㑅ᢥに活かす。事前に、

研究所の研究員の方と連ᦠを取りながら、化合物$の

製化の実にあたり予想される課題事㡯についての

学習をおこなった。 

 

■実施後の自己評価・気づき 
 製⸆業界の業務内容について深く学ぶことができ

た。自身の価್観や希望内容と合う㒊分が明確にな

り、今後の企業㑅ᢥに活かせる内容となった。製化

᳨ウをとおして、大学の研究を企業での製品化に結び

つけることのᅔ難さ、ࡦとつの製品に関する業務には

多様なᕤ⛬がᏑᅾし、さまざまな分野の専門ᐙと༠力

することの大切さに気づくとともに、コミュニケーショ

ン能力が必要とされる意味がわかった。事前準備では、

コミュニケーションの㱈㱒から、研修先から求められ

ていた内容とは異なる方向にຮ強を進めてしまった。

 

■事前目標の達成度 
 
 

■後輩へのメッセージ 
 各企業の魅力や≉Ⰽは、企業説明会などでも学ぶこと

が可能ですが、自身の職場との┦性や実際の生活のよう

すを知ることはインターンをとおしてしかできないと思

います。さらにインターンでは研修先の多くのスタッフ

の方々とふれあう機会が得られ、これらの経験は企業㑅

ᢥをおこなう上で大いに生きるかと思います。 

 
■受け入れ企業担当者から 
 若手社員に今ᅇのインターンシップの㐠Ⴀをして

もらった。普段の業務では、若手社員が一から計画し

て実行する機会は少なく、㈗重な経験になった。当社

で実際におこなっている研究を学生に理解してもらう

だけではなく、一⥴に働く௰間として⫱成する場との

意識ももって実してくれた。また短いインターンシッ

プの期間に複数の㒊⨫の仕事を経験してもらえるよう、

他㒊門との調整も進んでおこなってくれた。インター

ンシップを通じて、若手社員の人ᮦ⫱成にもつながっ

た。ただ、自分で課題を見出し、調ᰝし、解Ỵしてい

くことに積極的な姿勢でいる方が学びも多いと考える。

大学側からも、学生がインターンシップをおこなう目

的や、どのような計画・スケジュールでインターンシッ

プを実するかのバッࢡアップがあるといいと思う。 

インターン実習生……ᮾ大学大学院生科学研究科 分子生科学専攻（男性） 

実施テーマ……………㠀බ開 

受入企業………………ࣟート製⸆株式会社 研究開発本部 

実施期間………………2017年1月10日〜1月20日（2週間） 
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研究インターンシップの受け入れをⱝ手社員にᢸᙜさせることで、ⱝ手社員の人ᮦ⫱成もවࡡることがで

き、学生の企業理解も深まった。インターンシップ実施๓に、参加┠ⓗࡸ事๓‽ഛのෆᐜ、ィ画について、

学生࣭大学࣭企業でしっかりㄪᩚし、共᭷しておくことが᭷ព⩏なインターンシップ実施につながること

が示၀された。 



1� C-ENGINE 
 

■参加動機と事前準備 

 今発ᒎがⴭしい人ᕤ知能（機Ე学習）技術や情報

ᕤ学は、今後製品タ計・ᮦ料開発のあり方を大きく変

える可能性があり、その導入の必要性に㏕られている。

さまざまな手法㸭プログラムがあるが、それらをまず

現ᅾの製品タ計データに適用した場合、どのような結

果が得られるか、あるいはどのようなデータを用意す

ればຠ果的か、といった機Ე学習の基本的な感ぬをつ

かみ、今後のᒎ開への足がかりとすることを目標とし

た。事前に確⋡・⤫計の習をし、機Ე学習の基礎事

㡯のᢕᥱをおこなった。 

 

■実施後の自己評価・気づき 
 いわࡺる⣧⢋数学の研究をおこなっているため、こ

れまでẸ間企業と交流することはまったくなかったた

め、体験したことすべてが新しい気づきであったとい

える。とくに新㩭だったことは、⣧⢋数学を㞳れて数

学がどのようにᛂ用されているかを知ることができた

点である。ただし、インターンシップ期間中に、提案

した方法のጇ当性を᳨ドすることができなかった。ᮦ

料や製品開発に必要と思われる知識が事前にあれば、

さらなる気づきを得られたのではないかと思う。 

 

■事前目標の達成度 
 

■後輩へのメッセージ 
 インターンシップ先の企業研究などをしっかりなさ

れることをお່めいたします。 

 
■受け入れ企業担当者から 
 ちょうど新しいテーマに取り組みጞめたところだっ

たので、ึ期のさまざまなテストや調ᰝを担当いただ

いた。本テーマは数学的・⤫計的知識が必要な㒊分（解

ᯒ手法の理解、結果の解㔘など）もあるので、その意

味でもຓけになった。数学科専攻で、ᢳ㇟的な思考が

できる。たいへんまじめに課題に取り組んでいただき、

結果の解㔘について一⥴に議論することができた。ソ

フトウェアの習得も᪩く、⚾たちが知らない機能も使

いこなせるようになっていた。ただし、今ᅇの期間で

は短く、テーマの深い㒊分には関わりがたい。専門性

を充分に発できる課題をえることはできなかった

とのᠱᛕはある。しかし、数学の専門知識をものづく

りに活かすことで新たなᒎ開につながる期ᚅを得た。 

インターン実習生……ᮾ大学大学院理学研究科 ᩘ学専攻（男性） 

実施テーマ……………㠀බ開 

受入企業………………ிࣛࢭ株式会社 ⥲ྜ研究所 基盤技術研究部 

実施期間………………2016年6月26日〜8月5日（1.5か月） 
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企業において新しく取り組みጞめたテーマにおける受け入れ。学生は、␗分野の研究に取り組ࡴことで、

ከくのẼ࡙きをᚓられた。ただし、␗分野であれࡤなおさら、その専㛛性を活かすためにより分な研究

期間をタᐃするᚲせがあったと考えられる。 



C-ENGINE  1� 
 

■参加動機と事前準備 

 ᮾレᰴᘧ会社のバイ࢜プロࢭス事業に興味があっ

た。バイ࢜プロࢭスに対する新しい価್観や切りཱྀを

学びたいと考えた。今の⚾の実力が社会でどう評価さ

れるかを知り、また研究における企業と大学のᕪを知

りたいと考えた。受入先の┈となる働きをすること

を最ప限の、ඹྠ研究の足がかりを得ることを最大の

目標とした。事前に受入先の㏆年の成果を論文等で確

認し、担当者に必要知識の有無を確認した。 

 

■実施後の自己評価・気づき 
 データ解ᯒや᳨ド実験などを通してプロࢭスの有用

性を示す結果を出し、ḟの実験方針立案の一ຓとなっ

た。日々の研究生活では、実験に対する安意識の高

さ、成果や研究内容のᏲ⛎に関する企業の体制を学ん

だ。実験予定や作業༴㝤予 の周知は、研究計画の⟶

理および作業確認、安対⟇の上で大学も参考にする

べきである。様々な専門分野の方がおられるため、⡆

₩で要点をᢲさえた報告が必要と感じた。༤士後期課

⛬をとおして研究を一から立ち上げてきた経験と専門

性、≉にデータ解ᯒや成分分ᯒ、ᚤ生物の取りᢅいな

どは企業の研究でも大きなṊჾになると感じた。 

 

■事前目標の達成度 
 

■後輩へのメッセージ 
 多くの学生が、༤士ྕを取る㸻アカデミアに進むこ

とと考えていると思う。就職は修士の方が有であり、

就活にኻᩋした人がドࢡターコースに行くと考えてい

る人がいるのも現≧だ。本インターンを通して企業で

基礎研究をおこなうなかで、༤士ྕを取るまでに得た

専門知識は必㡲と強く感じた。とくに、⚾のインター

ン先は༤士ྕ取得者の合がとても高く、高度な専門

知識をもつさまざまな分野の研究者が集まり、企業の

将来を支えていると感じた。自身の経験を活かしたい、

まわりを先導したい、最先➃を歩みたいと思う学生は

意欲的に༤士ྕ取得にᣮ戦してほしい。アカデミࡦࡐ

アと企業の㞺囲気のᕪを⫙で感じることができる研究

インターンシップは、今後の研究生活をする上で㈗重

な経験、刺激になるので、ࡦࡐとも参加してほしい。 

 
■受け入れ企業担当者から 
 高い専門技術をಖ有しており、タ定した課題・プロ

グラムに対し想定以上の成果を出してくれました。当

社技術のレベルアップにも大きな㈉⊩をしてくれたと

高く評価しています。当社の若手研究者にも、良い刺

激となったと感じています。積極的・意欲的で、理解

力にඃれ、周囲とのコミュニケーションもに行う

ことができた点もよかった。 

インターン実習生……ᮾ大学大学院工学研究科 バイ࢜工学専攻（男性） 

実施テーマ……………バイ࢜プࣟࢭスに関する研究 

受入企業………………ᮾࣞ株式会社 ඛ➃⼥ྜ研究所 

実施期間………………2016年8月1日〜10月7日（2か月） 
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大学院での研究経験、知㆑࣭技術を研究インターンシップにてᏑ分に活かし、༤ኈ人ᮦがᑗ᮶の発ᒎにᚲ

せであることを示した好事例。 



1� C-ENGINE 
 

■参加動機と事前準備 

 企業の研究開発㒊門での研究を体験することによ

り、キャリアᙧ成について考ᐹを深めることと、㞄᥋

分野にᣮ戦することでಖ有する専門性の拡大をᅗるこ

とを目標に参加した。またマネジメント能力について

知見を⋓得したかった。事前準備として、一⯡的な機

Ე学習の知識について整理し、また最新の機Ე学習技

術に関してᴫ要をつかむための調ᰝをおこなった。 

 

■実施後の自己評価・気づき 
 まずは文⊩から最新の研究動向について整理した上

で、実験をおこない当ヱ技術に関する実践的知見を得

た。この実習をとおして最先➃の機Ე学習技術につい

て幅広い知見を積できたと感じる。また、調ᰝで得

た機Ე学習技術の知見をもとに実験のタ計をおこなっ

た。ゼロからプログラムを実装することでシミュレー

ション⎔ቃをつくり上げ、さらにシミュレーション結

果を動画としてᥥ画するプログラムもྠ時に作成した。

これら一連のプログラムはソフトウェアとしての成果

物となった。さらに、製品化へ向けた技術の可能性に

ついても議論し、ḟなる課題を発掘することができた。 

 

■事前目標の達成度 

■後輩へのメッセージ 
 専攻分野とやや異なるテーマに取り組むことは自身

の技術の幅を拡げることになる。技術分野をಠ▔的に

ᤊえる能力も㣴われるので今後のキャリアを考えてい

く上で大きなࣄントになる。༙ 年ほどのవ⿱を見てイ

ンターンシップにᛂເしたが、結果的にタイトなスケ

ジュールになってしまった。研究活動や就職活動をྵ

め今後�年༙ほど先までの見通しを立てた上でᛂເし、

వ⿱をもってインターンシップに参加してほしい。 

 
■受け入れ企業担当者から 
 新つテーマの立ち上げに充分な技術的⣲㣴を持つイ

ンターン生を受け入れられ、想定通りの成果を得られ

たと思う。2か月という期間は、まとまった成果を出す

には必要な期間であり、その面でも良かった。また、

修士༞の新入社員にはよい刺激になったと思う。 

 報告書の作成についてはやや時間をかけすࡂかと思

われることもあった。研究の進捗スࣆードと情報ඹ有・

議論のバランスの調整が課題かと考えるが、製品に結

びつくテーマタ定で᳨ウ・議論を進められた点がよ

かった。 

 

インターン実習生……ᮾி工業大学大学院⥲ྜ理工学研究科 

          知能システム科学専攻（男性） 

実施テーマ……………㠀බ開 

受入企業………………ࢯࢼࣃニッࢡ株式会社 ඛ➃研究本部 

実施期間………………2016年2月1日〜3月30日（2か月間） 
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新つの分野をテーマに研究インターンシップを実施し、୍ᐃの成果をᚓた。社ෆにたいん刺激を与えた

とともに、学生も、自身の専㛛分野に㞄接する幅ᗈい知見を⋓ᚓすることができた。 



C-ENGINE  1� 
 

■参加動機と事前準備 

 就職活動の経験がないので、企業がどういうものか、

企業のあり方を知ることを目標に参加した。また、࢚レ

ベーターという、安性がとくに重要視されるシステム

において、大学の研究ではあまり意識されない安ᕤ学

についてもふれたかった。企業内の多くの方々と᥋し、

人的ネット࣡ーࢡをᵓ築することも目標とした。 

 

■実施後の自己評価・気づき 
 現場で通用する技術は高度に理論的であるとྠ時

に、高度に実践的であると感じた。研究所では、さま

ざまな分野の専門ᐙが集まりいに尊敬しあい、自分

を高めている姿が༳㇟的であった。以前より、個人プ

レーを得意とする性᱁があり、今ᅇの研究においても

⊂自に進めていくところがあった。ἐ㢌するࡺえに⣲

直さをኻうところがあり、集ᅋで行動する企業内にお

いては反省すべき点であった。大学生とは違った大人

としてのふるまいや楽しみ方、人間関ಀの築き方、身

だしなみについて認識させられる良い機会となった。

 

■事前目標の達成度 
 
 

■後輩へのメッセージ 
 長期のインターンシップを経験し、さまざまな点にお

いて成長したと感じています。それは、研究の中身に関

することだけではなく、とくに人間関ಀに関することに

ついて㢧ⴭでした。価್観の異なる人間と᥋することで、

大いに☻かれました。とくに、人と関わりあいをもつ経

験にஈしい学生には強く່めます。インターンシップを

経験し、大人になってᖐってきて下さい。 

 
■受け入れ企業担当者から 
 えられたテーマに対して、自ら複数の解Ỵ⟇を立

案し、シミュレーションによる事前の᳨ウ結果をもっ

て受け入れ担当社員にヲ⣽を説明するなど、主体性、

分ᯒ能力、コミュニケーション能力の点で高いレベル

にある学生であった。解ᯒ結果を実機ヨ験で評価・確

認する点においても主体的に行動でき、企業研究とい

う視点でも高いレベルで活動してもらった。また、

休みに他社員・インターン生との交流も積極的にとっ

ており、୧者にとってよい刺激となったと感じる。 

 本人は科研㈝との関連で業が⚗Ṇされているため、

無報㓘のインターンとなった。学生のモチベーション

向上といった観点からの見直しの必要性を感じた。 

インターン実習生……ᮾி工業大学大学院⥲ྜ理工学研究科 

 工学専攻（男性）ࣟࢡマイࣀ࣓࢝          

実施テーマ……………࢚ࣞベーター用ࢻアの開㛢ไᚚ 

受入企業………………୕⳻電機株式会社 ඛ➃技術⥲ྜ研究所 ࣓࢝トࣟ0%ࣝࢢープ 

実施期間………………2016年5月9日〜8月5日（3か月間） 
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大学での研究にᡴࡕ㎸んできた学生が、企業にて3か月の㛗期研究インターンシップを実施し、とても高い

ホ౯を受けた。 

౯್ほの␗なる人ࡧととの交流を通じて、学生にとっても、受入企業の社員にとってもよい刺激となった。 



1� C-ENGINE 
 

■参加動機と事前準備 

 産学どちらに進むか悩んでいたため、研究ᐊとは

違った企業における研究活動について知り、そして自

身の専門研究と異なることを学ぶことで、新たな視点

が得られることを期ᚅした。専門分野とは㏆いが異な

る研究であるため、あらかじめ論文等で情報収集をお

こなった。 

 

■実施後の自己評価・気づき 
 㓄ᒓされた基┙技術研究所にはࣀウࣁウがなく、⚾

自身かࡡてより興味を持っていた手法を用いて、実験

をおこない、この手法の有ຠ性を示すことができた。

また、ふだん研究ᐊではつかうことのできない解ᯒ機

ჾを実際につかい、学ぶことができたとともに、ẖ日

の༴㝤予知活動をおこなうことで、安への㓄៖を学

んだ。さらにၟ品にした際に㉳こりうる問題を想定し

た研究解ᯒをはじめ、モࣀづくりの視点を学ぶことが

できた。研究をおこなう上で多ゅ的かつ多面的思考・

視点の必要性を認識し、多面的視野を得るために企業

に就職することはたいへん意義のあることであり、一

度企業に進んでからアカデミアにᡠるという㑅ᢥ⫥も

可能と考えるようになった。 

 

■事前目標の達成度 
 

■後輩へのメッセージ 
 インターンシップ先でおこなう研究は、自分で考え

るのがベストであるが、インターンシップ先になにが

あるか、なにができるかがわかっていることは少なく、

かなり難しい。あらかじめ担当者にどんな研究をして

おり、どんな課題、タ備があるかを確認しておくとよ

い。インターンに行く前から≧ἣをᢕᥱできていると、

༤士レベルであれば3か月あると大きな研究ができる

と思う。 

 
■受け入れ企業担当者から 
 日々の業務㐙行でかになりがちなテーマを研究員

とコンビで実してもらい、当社およびインターン生

方に有┈な成果を出してくれた。インターン生の指

導を通じ、ᘢ社研究員の成長が認められた。研究（調

ᰝ、実験、解ᯒ）への取り組みはとてもよかった。コ

ミュニケーション能力も高く、将来企業に就職したと

しても仕事をに進められると思う。受入企業側の

課題として、製品開発に関わるコスト意識、㢳客ᚿ向

の面では、受け入れ㒊⨫の性質上伝えきれなかった㒊

分がある。インターンシップ期間中の他㒊⨫（開発研

究㒊⨫）との連ᦠが課題である。 

インターン実習生……ᮾி工業大学大学院理工学研究科 ᭷機࣭ 高分子物質専攻（男性） 

実施テーマ……………」ྜ解ᯒによる高分子物性と୍ḟᵓ㐀┦関の理解 

受入企業………………日本࢜ࢮン株式会社 ⥲ྜ開発ࢭンター 基礎技術研究所 

実施期間………………2016年10月3日〜12月28日（3か月） 
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参加๓には、今後のキャリアをどうするかをᝎんでいた学生が、研究インターンシップで᭷┈な成果を出

すことにより、自身のキャリアに新たな㑅ᢥ⫥を見出した。学生の指導を通じてᢸᙜ社員にも成㛗が見ら

れ、᪉にとって᭷ព⩏なインターンシップとなった。 



C-ENGINE  1� 
 

■参加動機と事前準備 

 インターンシップをとおして、社会や経῭の発ᒎに

つながるような化学製品の研究開発や生産活動を学び

たいと思った。化学プロࢭスの総合的なタ計ができる

化学ᕤ学技術者になるため、大学で幅広い知識や体験

を積むよう心がけてきた。しかし、大学内での活動ば

かりに重きを置き、実際のᕤ場で製品を生産するため

のスキルや技術にḞけているのではないかと感じた。

そこで、中長期研究インターンシップを通して、企業

での研究開発や生産活動について学びたいと考えた。

 

■実施後の自己評価・気づき 
 未知の㡿域に積極的にᣮ戦する姿勢、⥥ᐦな研究計

画、基礎理論の理解の重要性を学んだ。研究を進める㐣

⛬でさまざまな問題に直面し、また理論を⏑く考えてい

たために当ึ作成した研究計画⾲でタ定した解ᯒのため

の期間が足りなかった。企業での研究の方向性を見ኻわ

ないᕤኵや、基礎理論を重視し研究結果のጇ当性を論理

的に᳨ドしていく姿勢など、多くのことを学んだ。イン

ターン期間中には、研究ᐊの⤂をする機会があり、社

員に興味を持ってもらえたので、このインターンシップ

を機に産学連ᦠを強められたらと思う。 

 

■事前目標の達成度 
 

■後輩へのメッセージ 
 大学で学んだ専門分野は、企業の研究開発で通用す

るのか。企業の研究開発とはどういったところなのか。 

このような事を考えている学生に対して、中長期研究

インターンシップをお່めする。自ら研究アプローチ

を提案することができ、研究能力を自己評価できる。

未知のୡ界の経験、適性の発見、研究能力をヨしたい

という学生には本プログラムを活用してもらいたい。 

 
■受け入れ企業担当者から 
 学生提案のテーマを受け入れることで、方にとっ

て意味のあるインターンシップとなった。会社として

も、課題に対する方向性の提示、社員の基礎技術のレ

ベルアップをはかれた。関連技術を有する研究ᐊとの

ネット࣡ーࢡをᵓ築できたことも有意義であった。研

究ᐊにとって、長期間学生を出すことはཝしいと思わ

れるが、研究ᐊのテーマとうまくマッチングができれ

ば学生、企業、研究ᐊにとって有意義な期間となる。

そういう意味で、事前のテーマに関する調整が重要で

あると感じた。解ᯒのテーマの場合、大༙の時間をࣃ

ソコンに向かって作業することになり、一⯡的な化学

実験をテーマとする場合と比㍑して、社員とのコミュ

ニケーションが少なくなることが༴される。今ᅇは、

定期的な進捗報告に加えて、指導員との㝶時ディスカッ

ションや㣗時の᠓ㄯ等、意識してコミュニケーショ

ンの機会をタ定したことがよかったと思われる。 

インターン実習生……九州大学大学院⥲ྜ理工学府 㔞子プࣟࢭス専攻（男性） 

実施テーマ……………㠀බ開 

受入企業………………ࢯࢼࣃニッࢡ株式会社 ඛ➃研究本部 

実施期間………………2016年9月26日〜11月25日（2か月） 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

08 

研究を社会にᙺ❧てるためにᚲせな知㆑ࡸ技術を学ࡪことに関して、大学ෆでの活動のみでは限⏺をឤじ

研究インターンシップに参加。学生はインターンシップをとおしてさまࡊまな課題を発見し、さらには学

生が所ᒓする研究室と受入企業の産学㐃ᦠの可能性も見えた好事例となった。 
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■参加動機と事前準備 

 自分の研究内容を少しでも多く活かしたいという気

持ちが強かった。加えて、幅広い事業をおこなってい

る企業で、自分が今まで触れてきた分野以外のことも

学び、今後の大学での研究を複合的な視点で見られる

ようになることを期ᚅした。直前まで研究内容がỴまっ

ていなかったため、バイ࢜サイ࢚ンスに関連しそうな

大日本༳ๅの製品や、それに関する論文等を調ᰝした。 

 

■実施後の自己評価・気づき 
 自分の研究に関ಀする知識を、インターンシップで

活かせた。研究ᐊで取り組むテーマと今ᅇのインター

ンシップのテーマはぶ性が高く、実験手法自体も経

験があったのでスムーズに実験を進められた。しかし

ながら、成果としては最⤊的な目的の達成には⮳らず、

他の評価法もヨさなければならない時点でインターン

が⤊してしまった。いちばん大きな気づきは、研究

ᐊと異なり「いつまでに、これだけの成果を上げる」

という点をとても重視している点だった。最⤊目標ま

での期間と、そこに⮳るまでの計画を⥥ᐦに立て、進

捗≧ែと計画のずれのཎᅉを認識することが⥅⥆的に

結果を出すために必要なことだと実感した。 

 

■事前目標の達成度 
 

■後輩へのメッセージ 
 大学㝔生、とくに༤士課⛬の学生にとっては�か月

以上のインターンシップはとても長いものに感じるだ

ろう。⚾のように実験⣔の研究では自分の研究は

にストップしてしまう。そのため指導教官にしっかり

チ可を得て、おなじテーマの学生と連⤡をとることが

重要です。また༤士課⛬だと研究が専門的で、企業で

それを活かせるかどうかという点も不安だと思う。し

かし今ᅇのインターンで、「活かせる」というよりも

「⤯対に活かす」という気持ちをもってインターンに

⮫めば企業側もそれをḼ㏄してくれると感じた。 

 
■受け入れ企業担当者から 
 学生の専門性が活かせるテーマが当㒊門にあったこ

とや、༤士課⛬で専門性も充分であったため、ල体的

な開発業務に参加していただけた。若手社員中心の開

発チームの一員として、開発に参加、メンバーとウ議

をおこなってもらった。意欲的な学生であったため、

ᘢ社社員にとっても刺激になったと考えている。実習

をとおして、大学と企業の違いについて多少なりとも

学んでいただけたと考える。研究面では、ල体的な開

発業務に参加し、開発᥎進に㈉⊩していただいた。や

や報告書をまとめる機会が少なかったように思うが、

時間のかかる作業が多いなど、こちらのマネジメント

の課題もあった。たいへんඃ⚽な学生にご参加いただ

き、有意義なプログラムとなった。 

インターン実習生……九州大学大学院システム生科学府 

          システム生科学専攻（女性） 

実施テーマ……………高機能⣽⬊ᇵ㣴手法の᳨ウ 

受入企業………………大日本༳ๅ株式会社 研究開発ࢭンター 

実施期間………………2016年9月5日〜10月28日（2か月） 
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対に活かすࠖというᛮいをもって研究インターンシップに参加した本学生⤯ࠕ活かせるࠖというよりもࠕ

は、᭱⤊ⓗな┠ᶆの㐩成には⮳らなかったとのことであるが、その専㛛性、✚ᴟ性は受入企業にたいん

な刺激となり、高ホ౯をᚓた。 
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■参加動機と事前準備 

 大学では人の体内の仕組みについて数学を用いて解

明する研究をおこなっているが、体内の≧ែを 定す

る機ჾの現≧や問題点にあまりヲしくないことから、

（1）医⒪計 機ჾにおける産業界の現≧を学ぶ 

（2）企業におけるプロジェࢡトの進め方を学ぶ 

（�）自分の能力が企業でどこまで通用するかを知る

（�）医⒪計 機ჾの研究者との人⬦をつくる 

ことを目的に研究インターンシップに参加した 

 

■実施後の自己評価・気づき 
 以下の�点について成果をᣲげた。 

（1）企業における研究開発のຠ⋡的な進め方を学ん

だ。そのしくみのなかで、役分担や、自身ができる

仕事の範囲を学ぶことができた 

（2）参加したプロジェࢡトのメンバーと交流を深めた

（�）企業の研究職において、ఱが成果となるか学べた

（�）知的財産権を取得するまでの㐣⛬を学んだ 

 後になって、会社内の他のプロジェࢡトに関わる機

会があったことに気がついた。今後このような機会が

あったときは積極的に参加していきたい。 

 

■事前目標の達成度 
 
 

■後輩へのメッセージ 
 言われた仕事のみをするのではなく、自分自身がや

りたい仕事を探そう。最ึの༙月から�か月で、研修先

で求められている研究や仕事の方向性を探し出し、自

分自身にしかできない仕事を見つけることができれば、

企業はあなたを手ᨺせなくなる。また、研修先企業内

で直᥋関わりあいのある人は数人⛬度である場合があ

る。そのような≧ἣに㌋㌉せず、さまざまな人と話を

しよう。自分自身と話し┦手方に刺激をえ、人⬦

も拡がる。そこで得た人⬦は、インターンシップ⤊

後もಖ持するດ力をしよう。最後に、とにかく積極的

に行動しよう。自分から動かなくてはなにもጞまらな

い。積極的に行動することができれば、おのずと自分

の仕事も見つかり、人⬦を拡げることができるだろう。 

 
■受け入れ企業担当者から 
 研究開発に関し、㈝用の๐ῶ、開発期間の短⦰を可

能にした。ᘢ社若手研究員に対し、他の研究員を指導

する機会をえることができた。たいへん積極的に業

務に対ᛂしていただき、他の社員とのコミュニケーショ

ンもに実できた。 

インターン実習生……ᮾி工業大学大学院ሗ理工学研究科 ሗ⎔ቃ学専攻（男性） 

実施テーマ……………㠀බ開 

受入企業………………シス࣓ッࢡス株式会社 中ኸ研究所 

実施期間………………2016年7月3日〜9月30日（3か月） 
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専㛛分野は␗なるなかでもテーマがマッチし、⤖果ⓗに学生࣭受入企業᪉の┈となるような、大きな

成果を出した事例となった。学生はᙜึᐃしていた医⒪機ჾの現≧ᢕᥱのみにとどまらࡎ、幅ᗈく企業

における研究開発に関して学ࡧ、人⬦をᚓることができた。 
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■参加動機と事前準備 

 理⣔の職場で文⣔のインターン生としてなにができ

るか不安な㒊分もあったが、「新たな視点」で一所ᠱ

取り組みたいと思った。事前準備として、ᕷ報や広

報ㄅ、࣍ーム࣌ージでබ開されている情報を集め、問

題点のストッࢡをつくった。 

 

■実施後の自己評価・気づき 
 分野がまったく異なるにも関わらず、 かく㏄えてい

ただいた。インターン⤊後、受入を担当していただい

た方から「⚾たち技術⣔のメンバーが日常的に議論して

いる話題とは少し違うところがウ議できてよかった」と

メールをいただけたので、「新たな視点」の提౪という

目標は達成できたと思う。発⾲資料をまとめる際のアド

バイスをたくさんいただくことができ、自分の考えをか

たちにすることをためらわないことがḟの進化を᪩くす

ることに気づいた。発⾲資料を᪩くまとめることができ

ていたら、もっと࢚コ࢚ンジニアリング㒊での仕事の話

をఛえたのではないかと反省している。 

 

■事前目標の達成度 
 
 

■後輩へのメッセージ 
 インターンシップは就職の前に職場体験をするよい

機会だと思います。就職してから職場体験をすること

は難しいと思うので、ࡦࡐ参加してみてほしいと思い

ます。 

 
■受け入れ企業担当者から 
 今後の地方まちづくりの姿とそのなかで建タ業がᦠ

わっていくべきものを探⣴する研究に着手している。

今ᅇは、とくに社会・経῭・文化といった側面で人文

⣔の༤士課⛬の研究者がどのような視点を持ち、調ᰝ

を進めるか、受入側としてもヨ行㘒ㄗしながらの実

であった。現㒊⨫では、こうした人ᮦが不ᅾであるた

め、調ᰝ経㐣および調ᰝ結果を話題としたຮ強会では

視点の違う議論ができ、ຮ強会に参加した研究員には

よい刺激になったと感じている。 

 今ᅇの研修は、神ᡞᕷ内の調ᰝ活動をともなうこと

もあり、サテライトᆺ（調ᰝ活動㸩受入企業に来てと

りまとめ）で実した。とりまとめ作業は、中間報告

時と最⤊報告時の2ᅇ実した。研修生本人の専門的知

識や個人の資質、本人の主ᙇが充分に⾲現できるよう

な指導をおこなった。企業としての研究インターンシッ

プの目的は、本件のような研究開発業務においては、

異分野の研究者になにができ、どのような成果物を提

示できるか、ヨ行の機会であるとも考えている。 

インターン実習生……奈良女子大学大学院人間文化研究科 ẚ㍑文化学専攻（女性） 

実施テーマ……………⚄ᡞᕷにおけるᆅᇦの経῭࣭文化を活かしたま࡙ࡕくり㸸 

          ⚄ᡞᕷのࢢࠕリーンࢶーリࢬムࠖに関する取り組みについて 

受入企業………………株式会社竹中工務店 技術研究所 ࢚ࢥ࢚ンࢪニアリンࢢ部 

実施期間………………2016年9月15日〜12月14日（3か月） 
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文⣔学生の研究インターンシップ受け入れ実⦼はయのྜとしては未だపいが、まったくの␗分野の専

㛛ᐙとの㆟ㄽ࣭༠ാの可能性を示した事例となった。ሗ࿌会࣭ຮᙉ会では、ࠕ新たなどⅬ のࠖ提供という学

生の┠ᶆは㐩成された。どⅬが␗なる⪅同ኈのࠕ知の交流 はࠖ、᪉に大きな刺激をもたらしたといえる。 
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インターンシップの期間

男女比学年

博士学生 ポスドク修士学生

専攻分野

インターンシップ参加学生の属性と実施期間

　事業開始（2014 年 7月）から 2017 年 3月までに 141 名の学生がインターンシップを経
験しました。学年別には、修士 1年、博士 1年、博士 2年の学生が多く参加しています。博士
課程学生が約 6割を占め、男女比では男性 75％、女性 25％となっています。
　専攻には偏りはありませんが、機械、化学、生物系、数物系の学生が多く参加しています。
またインターンシップの期間は、修士学生が比較的短く、博士・ポスドク学生は、より長期の
インターンシップを経験しています。
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効率的な中長期研究インターンシップの実施にむけて、産・学の双方で実施体制を整える。 
 
 

①中長期研究インターンシップの枠組み 
対象学年 大学㝔の修士課⛬┦当または༤士課⛬┦当の学生を対㇟におこなう。 

実施時期 教⫱カリキュラムとの関ಀや企業等の受け入れ可能時期を຺案し、適切な時期を㑅ᢥする。 

単位 インターン生のモチベーションを高める上でも、インターン期間、事前・事後研修の時間等を

຺案してタ定をおこなうことが望ましい。 

経費・報酬 

༤士課⛬以上では、受入機関から⤥の支⤥がある場合と、無い場合がある。⤥の支ᡶいが

ある場合には、インターン生と受入機関との間で㞠用ዎ約が結ばれたことになる。 
中長期のインターンシップ（とくに㐲㝸地の場合）では、インターン生の㣗㈝や交通㈝の負担

増について㓄៖をおこなう。 

実施テーマ 受入機関側からのテーマ提案、インターン生からのテーマ提案の2ࣃターンがある。いずれの場

合も、テーマỴ定の際にはインターンシップ実責任教員を交えた調整をおこなう。 

受入体制 企業等では、人事㒊と研究㒊が一体となり、研究インターンシップの受入体制をᵓ築する。 

 
②準備段階での留意点 

マッチング 
マッチングにあたっては、学生の専門知識、スキルおよびᚿ望（あるいは提案テーマ）と受入

機関側のເ集内容（あるいは受け入れ可能テーマ）について、必要にᛂじて面ㄯや㟁話会議な

どの実が必要。 

実施計画 
インターンシップの実にあたっては、インターンシップ実計画書の作成をおこなう。その際、

教⫱ຠ果、研究ຠ果、研究・開発成果など、インターンシップの成果を高めるために受入機関側

のインターンシップ責任者、インターン生、実責任教員の�者で༠議することが望ましい。 

保険への 
加入 

学生は日本ᅜ際教⫱支援༠会の学生教⫱研究⅏ᐖ㞀ᐖಖ㝤とᖏ㈺ൾ責任ಖ㝤に加入している

ケースが大༙。ಖ㝤のカバー範囲、⿵ൾ上限（物ᦆなら1൨）に␃意する必要がある。 

インターン
シップ契約 

研究インターンシップ実にあたり、大学と受入機関の間で⥾結する組⧊間ዎ約、大学と受入

機関の間で学生ྡの入った組⧊間ዎ約、学生個人のㄋ約書などが必要となる。 
学生個人のㄋ約書が不要なケース、ㄋ約書の௦わりに個人と受入機関の間で別のዎ約を行う場

合がある。 

事前教育 
インターンシップでの業務㐙行にあたり、インターン生に不足するスキルや知識については、

関連科目の受ㅮ等により大学側で修得させることが必要。コンプライアンスについては、受入

機関と大学の方で充分な教⫱を実することが望ましい。 

 

中長期研究インターンシップの実施体制 



●事業参加までの流れ

多数の企業や大学の参加を得て産学協働プラットフォームを構築するとともに、中長期研究インターンシップ普及促
進のために必要な以下の項目を実施いたします。

1）中長期（2～3か月以上）研究インターンシップにおけるPDCAサイクルの実施
2）インターンシップガイドライン及び+契約書雛形の整備
3）オンラインによるマッチング支援システムの整備
※詳細は協議会のWebページをご覧ください。

理事会

協議会事務局

入会希望
法人、団体

①入会仮申請
   （仮申込書送付）

④入会に関する審査
③入会正式申し込み
  （入会申込書の送付）

②必要書類のご連絡

⑤審査結果連絡
⑥理事会での審査結果
　のご連絡

一般社団法人
産学協働イノベーション
人材育成協議会

理事会 監事

名称…………一般社団法人産学協働イノベーション人材育成協議会
設立年月日 ……2014年1月20日
所在地………京都市左京区吉田牛ノ宮町4　日本イタリア会館305
代表理事……北野正雄（京都大学  理事・副学長）
活動内容…… イノベーションを創出する力を有する高度理系人材の輩出をめざす、
 多対多の大学と企業における連携活動

TEL
075-746-6872

E-mail
contact@c-engine.org

URL
http://www.c-engine.org

運営体制 組織概要

事業内容と参加方法

産学協働イノベーション人材育成コンソーシアム事業
理系大学院生〈修士・博士〉、ポスドク対象の中長期研究インターンシップ推進

代表理事 北野正雄（京都大学 理事・副学長）
副代表理事 稲塚 徹（ダイキン工業 常務専任役員）
理事（大学） 小関敏彦（東京大学 理事・副学長）
 丸山俊夫（東京工業大学 理事・副学長）
 若山正人（九州大学 理事・副学長）
理事（企業） 恒川哲也（東レ 常務取締役）
  古藤 悟（三菱電機 
 先端技術研究所 技術顧問）

監事（大学）
　小林傳司
　（大阪大学 理事・副学長）
監事（企業）
 　 横田 真
　（日立ゼオン　執行役員）

事業責任者
藤森義弘

●事業・資金管理
●協議会運営サポート

経産省、産総研、
文科省、各種経済団体、
有識者など
（必要に応じて招聘）

事務局 オブザーバー・アドバイザリ



● 協議会趣旨にご賛同いただける企業のご参画をお待ちしております。

2017年5月現在
協議会会員

［大学］問い合わせ先

住友化学株式会社 住友電気工業株式会社清水建設株式会社 住友電装株式会社

株式会社島津製作所

株式会社リコー楽天株式会社

ヤフー株式会社

ロート製薬株式会社

JNC株式会社 シスメックス株式会社花王株式会社 京セラ株式会社

住友理工株式会社

大日本印刷株式会社住友林業株式会社 株式会社竹中工務店ダイキン工業株式会社

株式会社巴川製紙所 日本ゼオン株式会社株式会社日本触媒

富士フイルム株式会社

一般財団法人電力中央研究所

DMG森精機株式会社

東レ株式会社

株式会社堀場製作所

株式会社日本総合研究所 日本電信電話株式会社 日立化成株式会社パナソニック株式会社

三菱電機株式会社三菱重工業株式会社 株式会社村田製作所

［企業］（五十音順）

東北大学

東北大学 高度教養教育・学生支援機構
キャリア支援センター
高度イノベーション博士人財育成ユニット
Tel : 022-795-3231
E-mail : high-ca@grp.tohoku.ac.jp

筑波大学

筑波大学
ダイバーシティ・アクセシビリティ・キャリアセンター／
学生部就職課
〒305-8577 茨城県つくば市天王台1-1-1
Tel : 029-853-5948
E-mail : syushokuka@un.tsukuba.ac.jp

東京大学

東京大学 大学院工学系研究科 
機械工学専攻 GMSIプログラム事務局
〒113-8656 東京都文京区本郷7-3-1
工学部2号館2階203号室
Tel : 03-5841-0696（内線20696）
E-mail : office@gmsi.t.u-tokyo.ac.jp
http://gmsi.t.u-tokyo.ac.jp/

東京工業大学

東京工業大学 
イノベーション人材養成機構 事務室
〒152-8550 東京都目黒区大岡山2-12-1-S6-1
メールボックス番号 ： S6-1
E-mail : iidpinfo@jim.titech.ac.jp

早稲田大学

早稲田大学 博士キャリアセンター
〒169-8555 東京都新宿区大久保3-4-1
51号館 9階09-05室
Tel : 03-5286-8041
E-mail : info@waseda-dscc.jp

東京理科大学

東京理科大学 学生支援部就職課（神楽坂）
〒162-8601 東京都新宿区神楽坂1-3
9号館1階 キャリアセンター
Tel : 03-5228-8125
E-mail : ksyusyoku@admin.tus.ac.jp

京都大学

京都大学 キャリアサポートルーム
〒606-8501 京都市左京区吉田本町
Tel : 075-753-2547
Email : choki-internship@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp

大阪大学

大阪大学 産学連携本部 共創人材育成部門
〒565-0871 大阪府吹田市山田丘2-8
テクノアライアンス棟
Tel : 06-6879-4136
E-mail : consortium@uic.osaka-u.ac.jp
http://www.uic.osaka-u.ac.jp/led/

大阪府立大学

大阪府立大学 高等教育推進機構
高度人材育成センター
〒599-8531 堺市中区学園町1番1号
Tel : 072-254-8266
E-mail : jinzai@21c.osakafu-u.ac.jp

神戸大学

神戸大学 キャリアセンター
〒657-8501 神戸市灘区鶴甲1-2-1
神戸大学キャリアセンター
Tel : 078-803-5217
E-mail : stdnt-shushoku@office.kobe-u.ac.jp
http://www.career.kobe-u.ac.jp/

奈良女子大学

奈良女子大学 男女共同参画推進機構
キャリア開発支援本部
〒630-8506 奈良市北魚屋西町 H棟5階 H501
Tel : 0742-20-3572
E-mail : career-k@cc.nara-wu.ac.jp
http://cdpd.nara-wu.ac.jp/

九州大学

九州大学 学務部学生支援課
〒814-0001 福岡市西区元岡744番地
（センター1号館2階）
Tel : 092-802-5903
E-mail : gascareer3@jimu.kyushu-u.ac.jp

鹿児島大学

鹿児島大学 大学院理工学研究科
地域コトづくりセンター
Tel : 099-285-7689
E-mail : kotozukuri@gm.kagoshima-u.ac.jp
鹿児島大学理工学研究科等研究科・
工学系学務課大学院係
〒890-0065 鹿児島市郡元1丁目21番40号
Tel : 099-285-3058
E-mail : sedaigakuin@kuas.kagoshima-u.ac.jp

お茶の水女子大学

お茶の水女子大学 学生・キャリア支援課
〒112-8610 東京都文京区大塚2-1-1
学生センター棟2F
Tel : 03-5978-5146
E-Mail ： gakusei@cc.ocha.ac.jp

〒606-8302　京都市左京区吉田牛の宮町4　日本イタリア京都会館305
Tel : 075-746-6872　E-mail ： contact@c-engine.org　
URL ： http://www.c-engine.org　
Facebook ： https://www.facebook.com/invhr.org

一般社団法人産学協働イノベーション人材育成協議会（C-ENGINE）


